
【取組内容①】Googleアプリや思考ツールなどを使った個別最適な学びと協働的な学びの充実

栗橋小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

Googleスライドやジャムボードを活用

し、子どもたちが自走できるように単元
計画を組み、学習に取り組んだ。
【例】

3年生の「3年とうげ」では、各場面で

どんな事が書かれ、何がおじいさんの気
持ちに変化をもたらしているのかを調べ
た。
また、3年とうげの話の展開（起承転

結）を応用し、「宝島の冒険」の物語づ
くりを行った。思考ツールを活用し、物
語を構想することができた。作成もスラ
イドで行うことで、子どもたちの作品の
添削をすぐ行うことができスムーズに学
習を進めることができた。



【取組内容①】Googleスプレッドシートを使用した「個別最適な学び」「協働的な学び」の一体的な充実

栗橋小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

２年生では、算数の振り返りの活動に
Googleスプレッドシートを導入して、児童
一人一人の振り返りを通し、他者参照を行
う積み重ねによる実践を行った。
また、スプレッドシートの「コメント機
能」を使用することで、容易に教師のフィ
ードバックができるようになる。
児童もコメント機能で、授業中に疑問に
思ったこと、質問したいことを入力するこ
とができ、より個に応じた指導を行うこと
ができた。
さらに、学級全体で一人一人の振り返り
シートを共有することで、次のめあてを児
童自ら立てられるようにし、学びの自己調
整を通し、一人一人の学びの変遷を捉える
こともできた。

＜児童の振り返りの様子＞
コメント機
能でフィー
ドバック

＜児童がコメント機能で質問する様子＞

教師は、コメント
に返信する形で、
児童の質問に回答

した



【取組内容①】Google Jamboardを活用した協働的な学び

栗橋小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

ジャムボードを使って、子どもたちが
意見を交流しあえるよう単元計画を組み、
学習に取り組んだ。

【例】

防災について学習した際に、久喜市の
ハザードマップに掲載されている「マ
イ・タイムライン」をJamboard化して
学習に取り組んだ。

仮定の家族を想定して話し合い、意見
を共有し、対話や協働につなげることで、
考えを深めることに役立った。

付箋が自由に動かせるため、警戒レベ
ルとするべきことを自由に動かしながら
様々な想定をすることができた。



【取組内容①】協働的な学びと個別最適な学びの一体的な充実

栗橋小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4



【取組内容①】学習支援ツールとGoogleツールを活用した「自己調整学習力」の育成（自由進度学習）

栗橋小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

久喜市

【取り組み】

単元内自由進度を４年生が取り組みやすい形で行った。
学習支援ソフトに１時間ごとの学習のカードを用意し
子どもたちに配付する。そのカードに沿って自分一人
で学習を進めたり、友達と進めたりすることができた。
ふりかえりはスプレッドシートで積み重ねた。ふりか
えりシートで自分の学習の仕方をふりかえり、次時に
生かせるようにした。
【効果・成果】
子どもたち一人ひとりが自分で１時間のめあてを決め、
見通しをもって学習することができている。自分たち
の進度で進めることができるので、子どもたちは主体
的・意欲的に取り組むことができている。学習を共に
高めあえる友達を進友として、教え合ったり一緒に考
えたりと協働的に学ぶこともできている。教員も子ど
もたちのフォローにまわることができ、特に苦手な子
どもへの支援に重点を置くことができている。自由進
度学習を取り組んでみて、子どもたちの算数が嫌いな
人数が減った。まずは、算数嫌いをなくし算数に主体
的に学べる子どもを増やしていきたい。



【取組内容①】クラウド活用を通し、一人ひとりの特性に応じた個別最適な学び

栗橋小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

久喜市

①

②

③

ひまわり学級では、児童の特性に適した学習補助ツール
を多く活用し、個別最適な学びの実現を目指した。

①色彩に関する感覚が乏しく、絵の具を使うと濁った色に
なりがちであった児童に対して、混色の結果が予めわかる
アプリを活用した。

②時刻と時間の学習が苦手で、「〇〇分後」「〇〇分前」
が捉えづらい児童に対して、針を動かすと経過時間がわか
るツールを用いた。

③文字を読んで内容を理解することに困難さを抱えている
児童に対して、Chromebookの音声読み上げ機能を活用した



【取組内容①】ムーブノートを活用した協働的な学び

栗橋小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

久喜市

１年生では、生活科や図工などでムーブノートを使いました。作品の写真を撮り、
工夫した点を入力し、紹介し合いました。
コメント機能や拍手の機能を使い、お互いの作品の良いところを認め合うことがで
きました。また、「真似してみたい」「みんなに楽しんでもらえるようにしたい」な
ど、意欲の向上につながりました。

【コメント機能の活用】
【工夫したところを友達に紹介、拍手で反応】
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